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　　　　　　社会情勢の変化の観点からの課題

　　　　　　組 織 運 営 の 観 点 か ら の 課 題

信 用 秩 序 の 維 持

設立５０周年を迎える貯金保険機構の取組

● 信用秩序の維持を図るための組織としての役割を十全に果たしている

と評価される業務運営

● ノウハウの継承と、情勢の変化に応じた不断の業務運営の見直し

・破綻処理時の即応能力の向上

・貯保職員の世代交代への対応

貯 金 保 険 機 構 に「求 め ら れ る 役 割」

民事再生法を活用した資金援助方式を基本とする破綻処理スキーム

① 迅速な付保貯金等の払戻し､概算払 〔貯金者の保護〕

② 救済組合等への的確な資金援助

③ 管理人として適切な被管理組合の業務、財産の管理

金融危機対応､秩序ある処理

・経済安全保障の観点からの取組強化

・デジタルトランスフォーメーション(DX)の進展への対応

貯 金 保 険 機 構 が ｢目 指 す 姿」

① 項目別に編さんされた｢管理人業務の手引｣を｢タイムラインマニュアル｣

として時系列に整備

② 全資産負債管理システム運用マニュアルの整備

③ 名寄せ検証事業の本格実施等による貯金者データ整備の促進

１ 破綻処理対応力の強化

経済安全保障推進法において貯保の業務が特定社会基盤事業として

位置付けられたことも踏まえる。

２ 業務におけるDXの着実な推進

社会情勢の変化や利用者の視点を踏まえる。

対応すべき課題


